
第
三
節
　
行
政
需
要
の
増
大
と
県
本
庁
組
織
の
拡
大

一
　
県
本
庁
組
織
の
拡
大
と
行
政
運
営
の
改
善

県
本
庁
の

組
織
の
拡
大

昭
和
四
十
二
（
一
九
六
七
）
年
四
月
一
日
現
在
、
県
本
庁
は
知
事
直
属
と
企
画
部
、
総
務
部
、
民
生
部
、
衛
生
部
、

商
工
部
、
労
働
部
、
農
林
部
、
土
木
部
、
建
築
部
の
九
部
と
出
納
事
務
局
、
企
業
局
の
二
局
で
構
成
さ
れ
、

そ
の
下
に
六
五
の
課
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
社
会
・
経
済
状
況
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
に
対
応
し
て
県
の
行
政
も
複

雑
化
・
多
様
化
し
て
い
き
、
そ
れ
に
伴
っ
て
県
本
庁
の
組
織
は
拡
大
し
て
い
く
。
な
か
で
も
、
環
境
問
題
や
消
費
者
問
題
な
ど

が
新
た
な
行
政
の
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、
金
井
・
坂
井
両
知
事
が
「
生
活
」
を
重
視
し
た
県
政
を

打
ち
出
し
た
こ
と
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
県
民
生
活
に
関
す
る
部
局
の
組
織
拡
大
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
「
生
活
の
科
学
化
」
を
提
唱
し
た
金
井
県
政
下
の
昭
和
四
十
二
年
四
月
、
消
費
者
問
題
や
公
害
問
題
、
交
通
安
全
問
題
な
ど
、

県
民
生
活
に
密
接
し
た
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
、
全
国
初
の
生
活
部
を
設
け
た
。

　
ま
た
、
同
じ
く
金
井
が
提
唱
し
た
「
県
内
二
時
間
交
通
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
昭
和
四
十
五
年
に
土
木
部
に
高
速
道
路
室

を
設
置
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、同
年
、
北
摂
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
を
進
め
る
た
め
に
建
築
部
に
北
摂
開
発
局
を
設
け
た
。

　
昭
和
四
十
五
年
、「
安
全
で
健
康
な
生
活
」
を
提
唱
し
た
坂
井
時
忠
に
知
事
が
交
代
し
た
後
も
、
生
活
部
で
は
、
昭
和
四
十

六
年
に
自
然
課
を
、
四
十
七
年
に
全
国
初
の
余
暇
課
を
設
け
、
さ
ら
に
四
十
八
年
に
は
公
害
行
政
を
統
括
す
る
環
境
局
を
設
置

す
る
な
ど
、
引
き
続
き
積
極
的
な
組
織
拡
大
を
進
め
た
。
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他
の
部
局
に
お
い
て
も
県
民
生
活
に
関
係
す
る
組
織
の
整
備
が
重
点
的
に
行
わ
れ
た
。
昭
和
五
十
年
に
、
県
内
の
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
総
合
的
に
把
握
し
、
体
系
的
な
交
通
政
策
を
推
進
す
る
た
め
に
交
通
政
策
課
を
設
け
て
い
る
。
農
林
部
で
は
、
昭

和
四
十
九
年
に
食
料
局
を
設
置
し
、
総
合
的
な
食
料
行
政
を
推
進
す
る
体
制
を
整
え
た
。
ま
た
、
昭
和
五
十
年
に
「
文
化
の
視

点
」
を
強
調
し
た
「
二
一
世
紀
へ
の
生
活
文
化
社
会
計
画
」
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
企
画
部
に
文
化
局
を
新
設
し
て

い
る
。
同
年
、
県
立
病
院
の
運
営
・
管
理
体
制
を
整
備
し
、
県
民
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
に
衛
生
部
に
県
立

病
院
局
を
設
け
た
。

　
こ
の
よ
う
に
各
部
の
組
織
が
拡
大
す
る
に
伴
っ
て
、
知
事
直
属
の
部
局
に

お
い
て
も
組
織
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
昭
和
四
十
五
年
に
は
県
行
政
の
複

雑
化
・
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
に
副
知
事
の
二
人
制
を
採
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
昭
和
四
十
六
年
に
は
、
企
画
部
広
報
課
と
生
活
部
県
民
課
が
知
事
直

属
と
さ
れ
、
新
た
に
知
事
室
長
を
置
い
た
。

　
昭
和
五
十
一
年
に
は
、
深
刻
な
財
政
危
機
を
背
景
と
し
て
、
簡
素
化
の
一

環
と
し
て
各
部
で
課
の
整
理
統
合
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

も
行
政
需
要
の
増
大
を
背
景
と
し
て
組
織
の
拡
大
傾
向
は
続
い
た
。

昭
和
五
十
二
年
に
は
農
林
部
を
農
林
水
産
部
に
改
組
し
、
漁
港
課
を

新
設
し
た
。
ま
た
、
企
画
部
に
は
、
婦
人
施
策
の
総
合
的
な
展
開
を

目
的
と
し
て
婦
人
対
策
室
が
設
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
五
十
三

写真 16　‌�新築された兵庫県第二‌
庁舎（昭和 46 年）

写真17　‌�全国初の余暇課
設置（昭和47年）
を報じる新聞（神
戸新聞 昭和 47
（1972）年3月29日）
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年
に
は
、
総
務
部
に
教
育
振
興
企
画
室
を
設
置
し
て
い
る
。

　
昭
和
五
十
四
年
に
は
、
生
活
部
、
衛
生
部
、
建
築
部
の
三
部
で
部
制
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。ま
ず
、
前
述
の
「
二
一
世
紀
へ

の
生
活
文
化
社
会
計
画
」
で
打
ち
出
さ
れ
た
「
生
活
文
化
」
に
直
結
し
た
各
種
施
策
を
一
元
化
す
る
た
め
、
生
活
部
を
生
活
文

化
部
に
改
組
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
下
に
生
活
課
、
消
防
防
災
課
、
交
通
安
全
課
の
三
課
、
文
化
室
、
婦
人
・
家
庭
室
の
二
室

及
び
青
少
年
局
が
置
か
れ
た
。
ま
た
、
県
民
の
健
康
や
環
境
問
題
に
関
す
る
行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
衛
生
部
を
保
健
環

境
部
に
改
組
し
、
生
活
部
か
ら
環
境
局
が
移
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
建
築
部
を
都
市
住
宅
部
に
改
組
し
、
急
速
に
進
展
す
る
都
市

化
に
対
応
す
る
体
制
を
整
え
た
。

　
県
本
庁
組
織
の
拡
大
に
伴
っ
て
、
県
職
員
の
定
員
も
増
加
し
た
。
知
事
部
局
及
び
議
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、

教
育
委
員
会
、
地
方
労
働
委
員
会
、
人
事
委
員
会
の
各
事
務
局
に
勤
務
す
る
職
員
の
定
員
は
、
昭
和
四
十
二
年
に
は
八
五
八
四

人
で
あ
っ
た
の
が
、
年
ご
と
に
増
加
し
、
四
十
九
年
に
は
九
二
八
一
人
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
厳
し
い
財
政
状
況
を

背
景
と
し
て
昭
和
五
十
七
年
ま
で
毎
年
、
職
員
の
定
員
は
据
え
置
か
れ
た
。

行
政
運
営
の
改
善

に
向
け
た
取
組

前
述
し
た
よ
う
に
行
政
需
要
が
増
大
す
る
一
方
で
、
県
財
政
は
年
々
窮
迫
の
度
を
加
え
て
い
き
、
行
政
運

営
の
合
理
化
・
能
率
化
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
四
十
年
四
月
、
行
政
運
営
の
改
善
方
策
を

検
討
す
る
た
め
に
兵
庫
県
臨
時
行
政
調
査
会
（
会
長
：
俵た

わ
ら
静し

ず
夫お

神
戸
大
学
法
学
部
教
授
）
が
設
置
さ
れ
、
企
画
・
調
整
機
能
の
あ

り
方
な
ど
に
関
す
る
中
間
答
申
及
び
事
務
管
理
な
ど
に
関
す
る
最
終
答
申
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
答
申
事
項
は
、

昭
和
四
十
一
年
十
月
に
県
本
庁
内
に
設
置
さ
れ
た
行
政
改
善
推
進
協
議
会
で
検
討
の
う
え
実
施
に
移
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
そ
の
な
か
で
重
点
的
に
進
め
ら
れ
た
の
が
稟り
ん
議ぎ

制
の
改
善
で
あ
る
。
稟
議
制
と
は
、
所
管
課
の
担
当
者
が
文
書
を
作
成
し
て
、
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順
番
に
そ
の
文
書
を
上
司
に
回
し
て
、
そ
の
押
印
（
承
認
）
を
得
た
う
え
で
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
決
裁
権
者
が
押
印
す

れ
ば
、
そ
の
内
容
が
組
織
の
決
定
と
な
る
と
い
う
意
思
決
定
方
法
の
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
意
思
決
定
の
方
法
の
も
と
で
は
、
行
政
の
事
務
量
が
増
大
す
れ
ば
、
決
裁
権
者
で
あ
る
部
長
や
課
長
の
決
裁
件
数

が
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
昭
和
三
十
五
年
に
行
わ
れ
た
県
行
政
実
態
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
日
当
た
り
の
決
裁
件
数
が
、

部
長
で
二
三
四
件
、
課
長
で
一
〇
七
件
に
上
っ
て
お
り
、
部
長
、
課
長
と
し
て
の
管
理
の
限
界
を
超
え
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。

実
際
に
は
、
業
務
の
実
質
的
決
定
が
係
長
以
下
の
職
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
問
題
視
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
行
政
改
善
推
進
協
議
会
で
は
、
事
務
の
実
施
は
原
則
と
し
て
課
長
が
行
う
も
の
と
し
、

課
長
が
行
う
こ
と
が
適
当
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
み
、
そ
れ
ぞ
れ
適
当
な
職
位
に
配
分
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
、
権

限
の
明
確
化
と
適
正
な
配
分
の
検
討
を
進
め
た
。
そ
し
て
、
昭
和
四
十
二
年
七
月
、
決
裁
規
程
が
全
文
改
正
さ
れ
た
。
こ
の
改

正
に
よ
っ
て
、
知
事
や
部
長
の
決
裁
ま
た
は
専
決
事
項
が
限
定
的
に
規
定
さ
れ
、
そ
の
他
の
事
項
は
一
般
的
に
課
長
が
専
決
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
軽
微
な
事
項
は
係
長
で
も
専
決
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
四
十
三
年
に
決
裁
規

程
が
再
度
改
正
さ
れ
、
課
長
や
係
長
の
権
限
を
下
部
の
職
員
に

専
決
代
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
他
に
も
、
昭
和
四
十
二
年
、
四
十
四
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
、

県
職
員
か
ら
事
務
の
簡
素
化
や
ス
ピ
ー
ド
化
等
に
つ
い
て
提
案

が
募
集
さ
れ
、
そ
の
一
部
は
実
現
し
た
。
ま
た
、
昭
和
四
十
四

年
に
は
、
複
雑
・
多
岐
に
な
っ
て
き
た
行
政
需
要
に
機
動
的
に

写真 18　‌�兵庫県臨時行政調査
会の設置を報じる新
聞（神戸新聞 昭和
40（1965）年4月29日）
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対
応
す
る
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
の
設
置
基
準
や
運
営
要
領
が
定
め
ら
れ
た
。

地
域
課
題
の

調
査
研
究

昭
和
四
十
五
年
三
月
、
中
国
縦
貫
自
動
車
道
（
以
下
、
中
国
自
動
車
道
）
の
中
国
吹
田
─
中
国
豊
中
間
が
開
通
し
、

同
自
動
車
道
の
兵
庫
県
内
へ
の
延
伸
が
間
近
に
迫
っ
て
き
た
（
そ
の
後
、
五
十
年
に
福
崎
─
美み

ま
作さ

か
間
が
開
通
し
、
中

国
自
動
車
道
の
兵
庫
県
内
で
の
区
間
は
全
通
し
た
）。
歴
史
的
に
見
て
、
南
北
に
流
れ
る
加
古
川
や
市
川
、
揖
保
川
な
ど
の
水
系
別

に
生
活
圏
が
形
成
さ
れ
て
き
た
兵
庫
県
に
お
い
て
、
県
内
を
東
西
に
横
断
す
る
中
国
自
動
車
道
の
開
通
は
「
東
西
に
文
化
圏
が

つ
な
が
る
と
い
う
初
め
て
の
体
験
」
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
中
心
と
し
た
開
発
の
方
向
性
を
ど
の
よ
う
に
定
め
る
の

か
、
新
た
な
課
題
と
し
て
浮
上
し
た
。

　
そ
の
な
か
で
坂
井
知
事
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
の
が
、
第
一
節
「
経
済
開
発
か
ら
社
会
開
発
・
文

化
開
発
へ
」
で
見
た
「
緑
の
回
廊
」
構
想
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
構
想
を
推
進
す
る
た
め
の
機

関
と
し
て
、
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
二
日
に
二
一
世
紀
ひ
よ
う
ご
創
造
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。

　
協
会
は
、
設
立
当
初
、
中
国
自
動
車
道
の
沿
線
地
域
振
興
の
た
め
の
調
査
・
研
究
を
進
め
る
と
と

も
に
、
Ｗ
・
Ｃ
・
Ｓ
・
Ｒ
（
福
祉
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
施
設
建
設
に
よ
る
「
文

化
の
道
」
を
つ
く
る
と
い
う
「
緑
の
回
廊
イ
メ
ー
ジ
プ
ラ
ン
」
を
取
り
ま
と
め
た
。
こ
れ
を
受
け
る

形
で
県
は
昭
和
四
十
八
年
に
「
播
磨
内
陸
都
市
圏
計
画
」
を
策
定
し
、
中
国
自
動
車
道
沿
線
の
市
町

で
県
立
歴
史
博
物
館
（
姫
路
市
）
や
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
（
加
西
市
）
な
ど
の
施
設
を
建
設
し
た
。
ま

た
、協
会
は
、昭
和
四
十
八
年
に
中
国
自
動
車
道
沿
線
の
六
市
町
で
開
催
し
た
「
緑
の
回
廊
座
談
会
」

や
、
五
十
一
年
に
「
緑
の
回
廊
の
祭
典
」
と
し
て
リ
レ
ー
方
式
で
開
催
さ
れ
た
世
界
の
花
と
緑
の
祭
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典
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、「
緑
の
回
廊
」
構
想
の
普
及
に
努
め
た
。

　
こ
れ
ら
の
経
験
と
成
果
を
生
か
し
て
、
昭
和
五
十
二
年
か
ら
、
協
会
は
地
域
づ
く
り
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
地
域
政
策
の

調
査
研
究
を
開
始
し
、
兵
庫
県
や
市
町
の
総
合
計
画
・
地
域
計
画
の
理
念
づ
く
り
、
施
策
化
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭

和
五
十
六
年
に
は
、
二
〇
三
〇
年
の
望
ま
し
い
兵
庫
県
の
姿
を
検
討
す
る
二
一
世
紀
兵
庫
研
究
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、「
直
流

社
会
か
ら
交
流
社
会
へ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
、「
直
流
社
会
」
は
「
人
・
物
・
情

報
が
一
方
的
に
流
れ
る
社
会
」
と
、「
交
流
社
会
」
は
「
国
と
国
、
地
域
と
地
域
、
地
域
社
会
の
人
と
人
、
世
代
間
等
の
様
々

な
レ
ベ
ル
で
の
交
流
が
活
発
化
す
る
社
会
」
と
定
義
さ
れ
、
地
域
活
性
化
の
原
動
力
を
「
交
流
」
に
求
め
る
「
交
流
社
会
」
の

実
現
が
提
言
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
五
十
八
年
度
に
か
け
て
、
阪
神
、
東
播
磨
、
西

播
磨
、
但
馬
、
丹
波
、
淡
路
の
六
地
域
を
、
教
育
や
文
化
、
医
療
な
ど
の
第
一
人

者
が
巡
り
、
各
地
域
が
直
面
し
て
い
る
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
提
示
す
る
「
兵
庫
診
断
」
が
実
施
さ
れ
た
。

　
協
会
は
国
際
交
流
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
昭
和
五
十
年
に
は
、
兵
庫

県
の
文
化
政
策
や
「
緑
の
回
廊
計
画
」
の
参
考
に
す
る
た
め
、
県
内
の
文
化
・
芸

術
団
体
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
た
「
兵
庫
県
二
一
世
紀
文
化
使
節
団
」
を
欧
州
五

カ
国
に
派
遣
し
た
。
昭
和
五
十
一
年
に
も
、
中
国
自
動
車
道
沿
線
地
域
の
都
市
づ

く
り
の
参
考
と
す
る
た
め
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
環
境
視
察
団
」
を
派
遣
し
て
い

写真 19　‌�兵庫県 21 世紀文化使節団の文化交流懇談
会（スペイン）（ひょうご震災記念 21 世紀
研究機構提供）
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る
。
さ
ら
に
昭
和
五
十
三
年
か
ら
は
毎
年
、
兵
庫
県
町
村
会
と
の
共
催
で
町
長
を
中
心
と
し
た
視
察
団
を
欧
州
や
北
米
の
各
国

に
派
遣
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
協
会
は
、
明
石
海
峡
大
橋
に
関
す
る
調
査
や
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
復
興
計
画
に
関
す
る
調
査
な
ど
を
精
力
的

に
進
め
た
。
平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
、協
会
と
兵
庫
県
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
研
究
機
構
が
統
合
し
て
、新
た
に
二
一
世
紀
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ケ
ア
研
究
機
構
が
設
立
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
平
成
十
八
年
に
は
同
研
究
機
構
と
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念
協
会
が
統
合
し

て
、
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
二
一
世
紀
研
究
機
構
が
設
立
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

二
　
県
政
百
年
記
念
事
業
の
展
開

　
昭
和
四
十
二
年
七
月
十
二
日
、
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
五
月
二
十
三
日
（
新
暦
七
月
十
二
日
）
の
兵
庫
県
誕
生
か
ら
百
年
目

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
神
戸
国
際
会
館
（
神
戸
市
葺
合
区
（
現
中
央
区
））
で
兵
庫
県
政
百
年
記
念
祭
典
が
開
催
さ
れ
た
。
当

日
は
、
三
日
前
の
七
月
九
日
に
発
生
し
た
集
中
豪
雨
の
災
害
対
策
が
急
が
れ
て
い
る
う
え
に
、
再
び
大
雨
注
意
報
が
発
令
さ
れ

た
た
め
、
県
職
員
は
防
災
服
を
着
用
し
て
記
念
祭
典
に
出
席
す
る
な
ど
、
緊
張
感
に
包
ま
れ
て
の
開
催
で
あ
っ
た
。
会
場
に
は
、

県
内
各
界
代
表
者
、
県
文
化
賞
受
賞
者
、
県
功
労
者
な
ど
約
一
五
〇
〇
人
が
集
ま
っ
た
。
金
井
知
事
や
、
柴し
ば
田た

護ま
も
る
自
治
事
務

次
官
、
左さ

藤と
う

義ぎ

詮せ
ん

大
阪
府
知
事
、
原
口
忠
次
郎
神
戸
市
長
ら
来
賓
の
挨
拶
の
後
、
県
政
関
係
物
故
者
へ
の
黙
祷
や
大お

お
河こ

内う
ち

一か
ず

男お

東
京
大
学
総
長
の
記
念
講
演
、
記
念
映
画
の
「
兵
庫
の
百
年
」「
新
し
い
世
紀
へ
」
の
上
映
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
記
念
祭
典
が
開
催
さ
れ
た
七
月
十
二
日
に
は
、
県
内
五
カ
所
（
姫
路
、
洲
本
、
豊
岡
、
西
脇
、
篠さ

さ
山や

ま
）
で
「
記
念
映
画
と
音
楽

の
夕
べ
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、前
夜
祭
と
し
て
、七
月
十
一
日
に
神
戸
国
際
会
館
で
芸
術
祭
が
開
催
さ
れ
、日
本
フ
ィ
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ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の
公
演
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
七
月
十
二
日
か
ら
十
六
日

に
か
け
て
郷
土
画
家
名
作
展
が
大
丸
神
戸
店
（
神
戸
市
生
田
区
（
現
中
央
区
））
で
開
か

れ
た
ほ
か
、
八
月
三
十
日
に
は
県
政
百
年
記
念
の
六
甲
山
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
催
さ
れ
て

い
る
。
他
に
、
慶
応
四
年
か
ら
昭
和
四
十
二
年
ま
で
の
県
の
歴
史
を
ま
と
め
た
『
兵
庫

県
百
年
史
』（
全
五
編
）
や
、
県
内
の
文
化
財
一
〇
〇
点
を
選
ん
だ
『
文
化
財
図
鑑
』、

郷
土
の
先
覚
者
の
伝
記
を
ま
と
め
た
『
郷
土
百
人
の
先
覚
者
』
な
ど
が
刊
行
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
行
事
と
と
も
に
、
県
政
百
年
記
念
事
業
と
し
て
各
種
施
設
も
建
設
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
三
年
七
月
十
二
日
、
総
工
費
八
億
五
〇
〇
〇
万
円
、
地
上
一
二
階
、
地
下
三

階
の
兵
庫
県
民
会
館
（
神
戸
市
生
田
区
）
が
開
館
し
た
。
会
館
内
に
は
、
三
六
〇
席
の

大
ホ
ー
ル
や
大
小
の
会
議
室
、
結
婚
式
場
、
埋
蔵
文
化
財
や
文
化
資
料
な
ど
を
展
示
す
る
「
ふ
る
さ
と
資
料
室
」
な
ど
が
設
け

ら
れ
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
講
演
会
や
音
楽
会
、
展
示
会
な
ど
が
開
か
れ
る
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
ま
た
、

地
方
文
化
発
展
の
拠
点
と
し
て
、
丹
波
文
化
会
館
（
柏か

い
原ば

ら
町
（
現
丹
波
市
）、
昭
和
四
十
五
年
五
月
開
館
）
や
淡
路
文
化
会
館
（
津
名

郡
一
宮
町
（
現
淡
路
市
）、
四
十
七
年
十
一
月
開
館
）
な
ど
が
県
政
百
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。

　
昭
和
四
十
五
年
十
月
十
日
に
は
、神
戸
市
灘
区
に
県
立
近
代
美
術
館
が
開
館
し
た
。
同
館
は
、本
館
（
二
階
建
て
）
と
別
館
（
五

階
建
て
）
か
ら
成
り
、
開
館
当
時
と
し
て
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
設
備
を
誇
る
自
治
体
美
術
館
で
あ
っ
た
。
同
美
術
館
は
、

兵
庫
県
ゆ
か
り
の
洋
画
、
日
本
画
を
広
範
囲
に
収
集
し
、
郷
土
の
美
術
文
化
を
発
信
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。

　
医
療
関
係
施
設
も
、
県
政
百
年
を
記
念
し
て
新
た
に
建
設
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
四
年
十
月
一
日
に
開
設
さ
れ
た
玉
津
福
祉
リ

写真 20　兵庫県政 100 年記念映画と音楽の夕べ
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ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
神
戸
市
垂
水
区
（
分
区
に
よ
り
現
在
は
西
区
））

に
は
、
身
体
障
害
者
の
社
会
復
帰
を
願
っ
て
、
治
療
か
ら
各
種
訓
練
や
集
団

生
活
指
導
、
医
療
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
な
ど
を
一
貫
し
て
行
え
る
よ
う
な
全
国
屈

指
の
設
備
が
整
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
四
十
五
年
五
月
五
日
に
は
、
全
国

で
二
番
目
、公
立
初
の
こ
ど
も
専
門
病
院
で
あ
る
兵
庫
県
立
こ
ど
も
病
院（
神

戸
市
須
磨
区
、
平
成
二
十
八
（
二
〇
一
六
）
年
に
中
央
区
に
移
転
）
が
開
院
し
て

い
る
。
同
院
の
本
館
は
、
優
れ
た
病
院
建
築
と
子
ど
も
を
大
切
に
し
た
デ
ザ

イ
ン
が
評
価
さ
れ
、
昭
和
四
十
七
年
度
の
日
本
建
築
業
協
会
優
良
建
築
賞
を

受
賞
し
て
い
る
。

　
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
に
は
、
甲
山
山
麓
に
県
立
甲
山
森
林
公
園
（
西
宮

市
）
が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
四
十
二
年
六
月
か
ら
四
十
三
年
三
月
に
か
け
て
、
県
民
一
人
一
本
を
目
標
と
し
て
「
県
政

百
年
記
念
植
樹
運
動
」
を
展
開
し
、
県
内
全
域
で
県
樹
ク
ス
ノ
キ
な
ど
の
植
樹
が
行
わ
れ
た
。

写真 21　‌�兵庫県民会館の開館を報じる新聞‌
（神戸新聞 昭和43（1968）年7月12日）
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